
オープンキャンパスのお知らせ（詳しくはＷＥＢで）
〈一　　般〉令和7年 7 月26日（土）
〈スポーツ〉令和7年10月26日（日）※予定
たくさんの皆様のご来校を心からお待ちしています







໐広野町における蛍の減少の原因について、過去のデータや研究論文を基に、水質汚濁
や餌となるカワニナの減少、外灯のＬＥＤライトの影響と考察し、町役場との意見交換
を行い、蛍の復活と町民の安全の両立への提言を行った。

中学校では、身近な地域を学習フィールドにして福島の歴史・
伝統・文化を学びつつ、地域の「ひと・もの・こと」とのかかわりを
通じて、自らの生き方を探究します。また、再生可能エネルギー
によるまちづくりや少子高齢化への対策などの福島が抱える課題
に向き合い、未来の社会の姿を考えます。
高校ではさらに取組を発展させて、福島や世界の課題を解決する
ためのプロジェクトを、各自が企画して実践します。原子力防災・
伝承探究や共生社会探究など６つの探究ゼミに分かれて地域
課題の解決及び地域再生の実践を行い、国内外で研究成果を
提言していきます。
国際機関や企業等と協働して、実際に社会を揺り動かす経験
から、課題解決に向けて行動する力や創造性など、実社会で
活躍するための実践力を身に付けます。



実践的な英語力を身に付けるために、中学校段階から国内の
様々な機関、施設等における研修を実施するとともに、海外からの
来訪者を積極的に受け入れ、日常的な異文化コミュニケーション
を通じて、グローバルな見方や考え方を育てていきます。
また中高を通じて複数回の海外研修の機会があります。中学校３年間の
学びの集大成としてのニュージーランドへの研修旅行のほか、高校でも
ドイツの地球環境に優しいまちづくりの視察や、ニューヨークの国連
本部で自分たちの学びについてプレゼンテーションを行うなど、世界を
舞台に学びグローバルな課題に向き合い、解決する能力を育みます。
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※1 PISA（ピザ）型読解力とは、OECDによる国際的な学習到達度調査「PISA調査」
で評価されている観点です。読解力を、単なる「テキストの中の情報の取り出し」と
捉えるのではなく、書かれた情報から推論して意味を理解する「テキストの解釈」、書か
れた情報を自らの知識や経験に位置付け「熟考・評価」する力など、読むだけでなく、
テキストを利用したり、テキストに基づいて自分の意見を論じたりする力も含めた
力を指します。　 ※2 数学は習熟度に応じた弾力的なクラス編成を行い、中学3年
生からは高校の内容も学習します。　 ※3 上記のカリキュラムは、令和６年度の実績
であり、今後変更になる可能性があります。



哲学対話
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中学校生徒会を組織し、高校と連携
して活動を行っています。スポーツ
大会や双来祭（学園祭）は中高合同
で実行委員会を組織し、主体的に運
営しています。



高い学力を身に付けていくために、中学校段階から国語科及び数学科は、学習指導要領で示された一般の中学校の授業時数より多く
の授業時数を設定し、あわせて実践的英語力を身に付けていくために本校独自の「グローバル・スタディ科（GS）」を設定します。中学校
３年間における総授業時間数は、一般の中学校より245時間多い3290時間となります（令和７年度入学生より）。高校進学後の教育課
程も中高一貫生については増単位を行い中高６年間を通じて高い学力を身に付けていきます。また、総合的な学習の時間「未来創造
学」「未来創造探究」も一般の中学・高校より多くの時間を設定し、中高を通じて実社会での様々な活動を行い、実践力を身に付けます。

「週当たり授業時数（令和７年度入学生）」
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※中学校教育課程のカッコ内の数字は年間授業時数の合計です。赤字の＋表記が一般の中学校よりも多い授業時数を表し、中学校の時間割は、週当たり31時間（6校時×4日、7校時×1日）、
３年生では週当たり32時間（6校時×3日、7校時×2日）となります。　※「GS」は実践的英語力等を育成する本校独自の授業「グローバル・スタディ科」を表します。　※スポーツ選抜で入学した
生徒は、中学校の授業時数増の「GS」「国語」「数学」に代わり「スポーツ科」を実施し、授業内トレーニングに取り組みます。また、高校教育課程も上記とは異なり、授業内でもトレーニングに取り
組みます。　※上記高校教育課程はアカデミック系列一貫生文系・理系のモデル的な選択を示しています。高校では、自分の興味・関心や進路希望に応じて、3つの系列の中にある各科目群より、
幅広い分野の選択科目を選択することができます。系列は、文系理系の上級学校へ進学するための主要5教科の発展的科目を学ぶ「アカデミック系列」のほか、「トップアスリート系列」
「スペシャリスト系列」があります。



※記載の列車のダイヤは2024年3月改正のものです。
（※令和７年２月現在）

■生徒募集と入学者選抜について
募集区分 募集区域 定員内訳 募集定員
一般選抜 県内一円 ※

双葉郡枠 双葉郡8町村 60名
（1学年）

定員の
80％程度

スポーツ選抜 全国 20％程度
※募集要項の規定に基づいて県外からの出願が可能となることがあります。

入学者選抜の方法（予定）
一般選抜
スポーツ選抜

適性検査
実技審査　　作文

志願理由書
面接　調査書

詳細は10月に公表する生徒募集要項にてお知らせします。

よくあるご質問
ふたば未来学園中学校は一般の中学校とは何が違うのですか？Q．

県立高校に併設された県立中学校です。高校入試がない中高の6年間を有効に使い、
全国的に注目されている先進的な学びを通して、高い学力と考える力や表現する力など
の実践力を身に付けます。また中高合わせて約100名の豊富な教員に加え、ふたばの
教育復興応援団や大学教授などの多彩な外部講師、常駐するNPO職員や大学生に
よって手厚く学びをサポートします。

A．

ふたば未来学園中学校から高等学校への入学はどのようになっていますか？Q．

ふたば未来学園中学校からふたば未来学園高等学校へは、入学者選抜を受けずに
進学できます。他の中学校からのふたば未来学園高等学校入学希望者には、これまで通り
入学者選抜を行いますが、募集定員はふたば未来学園中学校の定員を除いた約100名
となります。

A．

学費・寮費は、どの程度かかりますか？Q．

入学料及び授業料については、中学校は無償で、高等学校は他の県立高等学校と同額
です。このほか、諸費（給食費、教材費、修学旅行積立等）、寮費などが必要となる予定です。
（参考）令和6年度寮費 約29,000円／月（中学）、約35,000円／月（高校）
※中学校寮費には給食以外の食事代が、高校寮費には3食の食事代が含まれます。

A．

所在地
［学校］ 福島県双葉郡広野町中央台一町目6番地3
［寄宿舎］ 立志寮  福島県双葉郡広野町大字下北迫字岩作67番地1
　　　　 海風寮  福島県双葉郡広野町大字下浅見川字折返35番地1
［お問い合わせ］ 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校
Email：futabamiraigakuen-j@fcs.ed.jp　TEL：0240-23-6825
［学校ホームページ］ https://futabamiraigakuen-h.fcs.ed.jp/
［詳しく知りたい方へ］
教育内容や日々の学校・寮生活の様子、選抜については、
本校ホームページに掲載しています。


